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「専修大学社会知性フォーラム2015」報告
吉田 清司 （法学部教授）
　「専修大学社会知性フォーラム」は、専修大学
の21世紀ビジョン「社会知性の開発」に基づく
「知の発信」の場とし、本学が持つ研究力・教育
力を活かし、地域社会への貢献を図ることを目
的として平成22年度より開催されている。
　本学は社会知性（Social Intelligence）を、「専
門的な知識・技術とそれに基づく思考方法を核
としながらも、深い人間理解と倫理観を持ち、
地球的視野から独創的な発想により主体的に
社会の諸課題の解決に取り組んでいける能力」
と定義し、毎年全国各地で社会知性フォーラム
を開催している。
　今年度は、平成27年10月24日、岩手県北
上市の日本現代詩歌文学館において「岩手国
体がもたらすレガシ （ー遺産）」のテーマで開催
し、北上市民に加え、近隣県からの参加者や校
友、育友、専修大学北上高校関係者ら約214名
が参加して、国体の持つ意義や期待する効果な
どについて意見を交わす機会を得ることができ
た。
　専修大学スポーツ研究所からは、吉田清司、
渡辺英次、佐竹弘靖の３所員が講師とパネル
ディスカッション進行を受け持ち、フォーラムに
参加した。本項では、当日の吉田所員の講演内
容を抜粋して報告する。
「2016希望郷いわて国体・いわて大
会がもたらすレガシ（ー遺産）」
吉田清司
　2016年、国内最大のスポーツイベントであ
る国民体育大会が岩手で開催されます。競技
場や交通インフラなど目に見えるレガシーだけ
でなく、岩手県民にとっては素晴らしい文化や
県民性を広める千載一遇のチャンスです。開催
にあたり、県民が全国から集まる仲間たちとの
交流を深め、震災復興の感謝を伝えるだけでな
く、世代と時代をつなぐスポーツの魅力を発信
して新たに国体のレガシーを築いていくことを
大いに期待したいと思います。
　「1970年岩手国体」が開催された頃、私は当
時小学５年生でした。「2016希望郷いわて国
体・いわて大会」は、出身地での二度目の開催
となるので、当時から受け継がれてきたレガシ
ーを振り返りながら聴衆の方々と情報共有で
きればと思います。そして、将来のレガシーの
構築に向け、プロセスやプランを話し合う、温故
知新を体感する場としたいと考えます。
１．IOCのレガシー定義
　まず、レガシーの定義についてお話しします。
辞書によれば、「遺産、前代の人が残した業績」
とあります。スポーツの世界に当てはめますと、
IOC（国際オリンピック委員会）が最も力を入れ
ているテーマの一つにレガシーがあり、オリン
ピック憲章第1章に、「オリンピック競技大会の
よい遺産（レガシー）を、開催都市ならびに開催
国に残すことを推進する」とあるほど、重要視し
ています。IOCはレガシーの概念を次の2つに
定義しています。
（１）開催予定都市において各種の施設やイン
フラの整備、スポーツ振興等が図られる。
（２）オリンピック開催によって生活の利便性が
高まるなど、人々の暮らしにさまざまな影響が
出る。
　こうしたオリンピック開催を契機として社会
に生み出される持続的な効果を、IOCはレガシ
ーと捉えています。1964年に開催された東京
オリンピックでは、東海道新幹線や首都高速道
路の整備、体育の日の制定、スポーツ科学の発
展などがなされたことが有名なレガシーとして
挙げられます。日本は2020年東京五輪に向け
て、オリンピックを契機とした有形・無形のレガ
シーをいかに創出し次世代に継承していくかが
問われている時代と言えましょう。
　IOCはレガシーの評価項目として、次の5項
目を挙げています。
（１）スポーツ施設の長期利用
（２）環境の持続可能性
（３）交通インフラの整備
（４）観光振興
（５）ボランティア文化や雇用促進
つまり、IOCはスポーツ施設や交通インフラな
どのハ ドー面だけでなく、ボランティア活動や
市民交流などのソフト面も評価対象としている
ことが理解できます。
２．オリンピック・レガシーの事例
　オリンピック・レガシーの例を紹介します
と、1912年ストックホルム大会のStockholms 
stadionは、現在でも国際競技会やコンサ トー
などで有効活用されています。1992年バルセ
社会知性フォーラム2015・パネルディスカッション 講演する吉田所員
講演報告
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ロナ大会では、スペイン国民のスポーツ習慣の
育成が実現されました。1996年アトランタ大
会では、植林による環境配慮がなされました。
1998年長野大会では、１校１国運動と称して、
県内の小学校が応援する国を決めて選手と交
流し、異文化理解を深める交流が続いていま
す。2000年シドニー大会では、産廃土地が公
園化されました。2004年アテネ大会では、歩
道整備や老朽化した景観の改善が進みました。
2010年バンクーバー大会では、貧困地域での
起業が促進されました。
３．1970年岩手国体のレガシー
　翻って、1970年岩手国体のレガシーを振り
返りますと、有形なものとしては、各競技場を結
ぶ道路や競技会場周辺の国体関連施設の集中
的整備がなされ、現在も利便性を提供してくれ
ています。無形なものとしては、天皇杯総合優
勝による自信の獲得、スポーツ文化の普及、国
体を通して培われた様々なノウハウやスポーツ
に対する関心の高揚、さまざまな県民運動によ
って全国の方々に岩手の真心が伝えられたこ
となどが挙げられると思います。
　また、国体に向けた選手強化は、「これまで」
の強化体制を見直し、指導の在り方も考えるよ
い機会となりました。選手たちに提供した強化
策は、「現代強化策」へのスタンダ ドーとなりま
した。
　天皇杯は1964年以降、2002年の高知県以
外はすべて開催都道府県が優勝しています。岩
手県も1970年岩手国体で天皇杯を獲得しまし
た。しかし、開催後の開催都道府県の天皇杯順
位を追ってみますと、翌年は平均10位成績を落
としています。お隣の秋田県は、2007年秋田わ
か杉国体を開催した翌年、天皇杯順位は23位
でした。2014年長崎がんばらんば国体を開催し
た長崎県は、今年は17位に低下しています。つ
まり、天皇杯順位だけに注目してしまえば、競技
成績のレガシーは過去の栄光になってしまいま
す。
　ところが、別の観点で競技成績のレガシーを
捉えると、国体開催は競技力向上の観点でも意
味のあることだと理解できます。1970年岩手国
体で、レスリングは宮古市、サッカーは遠野市、
ソフトテニスは北上市、柔道は久慈市、自転車は
紫波町、ハンドボールは盛岡市、ホッケーは岩
手町沼宮内で開催されました。各競技が開催さ
れた市町村は、現在でもその競技が盛んで、優
秀な選手やチームを輩出し続けています。
　レスリングの宮古市からは、専修大OBの工
藤章選手（銅メダル）と前川健吉選手が1976
年モントリオール五輪に出場しました。サッカ
ーの遠野高校は、県内最多となる25度の全国
高校サッカー選手権出場記録を持ち、多くのＪ
リーガーを輩出しています。北上市の黒沢尻北
高校男子ソフトテニス部は、1999年インター
ハイで団体優勝しました。柔道世界選手権王
者で、1980年モスクワ五輪代表の柏崎克彦選
手は久慈高校出身です。自転車の紫波町から
は、1984年ロサンゼルス五輪に猿舘貢選手、
1988年ソウル五輪に佐々木一昭選手を送り出
しました。ハンドボールの盛岡市からは、菊地悟
選手（1976年モントリオール）と首藤信一選手
（1988年ソウル）がオリンピックに出場し、不来
方高校は2013年に全国高校選抜大会で優勝
しております。岩手町はホッケーを町技として
普及させ、岩手町沼宮内高校卒業の小沢みさき
選手が2008年北京五輪に出場しております。
　1970岩手国体後、岩手県出身の五輪選手は
22人いますが、そのうちの8人は国体競技開催
地から輩出されております。国体を契機に、国
際舞台で活躍する選手やチームを輩出する地
域になったと考えてよいと思います。
　国体後にレベルの高い競技力が花開いたと
き、「希望郷」を目指して開催した国体が成功し
たと言えでしょう。ホッケーの町となった岩手
町沼宮内からは、1970年岩手国体の38年後に
小沢みさき選手という五輪選手が生まれまし
た。黒沢尻北高校のソフトテニス部は、29年後
にインターハイ優勝を勝ち取りました。
つまり、競技成績のレガシーというものは、国体
を契機として蒔いた種がすぐに芽を出さなくて
も、20年30年といった年月をかけて花が咲け
ばいいといった長い目で見守ってもらえたらい
いと思います。
４．レガシーとなるボランティア活動
（１）運営ボランティア
　次に、国体を通したボランティア活動につい
てお話しします。国体は選手だけのものではな
く、市民もボランティアとして関わることができ
ます。選手として競技に参加できるのは限られ
た人数ですが、チームスタッフから会場警備ま
で、皆さんにとって人生のターニングポイント
になるのは間違いありません。ボランティアに
よって多くの県民が活躍できる場があります。
その中から、憧れを抱き、将来、次の大会に出た
いと思う子どもも出てくるでしょう。
　2016年希望郷いわて国体・いわて大会の
関連行事において、ここ北上市では、運営ボラ
ンティアとしてリハーサル大会に200人、国体
開閉会式に1,800人、障害者スポーツ大会にStockholms stadion（スウェーデン）  1998年長野五輪の１校１国運動
工藤章選手（宮古市出身・専修大ＯＢ） 柏崎勝彦選手（久慈市出身） 小沢みさき選手（沼宮内高校出身）
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3,500人、開催競技会場に1,000人、計6,500
人のボランティアが必要とされています。活動
内容は、受付案内、会場整理、会場美化、会場
サービス、記録・広報、競技応援など多岐に渡
っています。応募資格は、活動日の時点で中学
生以上の方ならどなたでも応募できます。募集
期間は来年３月までですから、大会を成功させ
るため、ぜひご応募いただきたいと思います。
（２）県民運動
　ボランティア活動のひとつとして、県民運動
というものもあります。これは運営ボランティ
アのように登録して活動するというものではな
く、一人ひとり、身近なところ、できることから国
体に関わっていこうという考えです。
1970年の岩手国体は、「みんなの国体、のびゆ
く岩手」をテーマに、「誠実・明朗・躍進」をス
ローガンとして開催されました。県民一丸とな
った、県内各地でのおもてなし・花いっぱい運
動などの歓迎の取組は、全国から「温かい真心
のこもった大会」と好評でした。
　そして、県民総参加で行われた県民運動は、
国体終了後も、青少年の健全育成、スポーツの
振興、自然・文化財の保護、生活環境の美化な
どの取組として推進されたところであり、花い
っぱい運動や体力づくりを進める運動などは、
現在も県内各地で継続して取り組まれている
ものがあります。代表的な４つの県民運動を紹
介します。
①おもてなしの心
　まずは、競技場や街中をきれいな花いっぱい
にしたり、道路や河川等の清掃に取り組んだり
して、全国のみなさんへの「おもてなしの心」「歓
迎の気持ち」をきれいな街で表してみませんか。
元気なあいさつや笑顔で、全国から訪れる選手
団、来県者の方々と交流してみませんか。自分
のまちの魅力、歴史文化、観光資源や食文化、
特産品などを学び、積極的に紹介・PRしてみま
せんか。
②復興支援への感謝
　2016年国体は、東日本大震災津波からの復
興に向けて全力で取り組んでいる最中での開
催となりますので、「復興のシンボル」となる国
体と位置づけ、県民・企業･団体の皆さんと共
に「オールいわて」で取り組んでもらいたいと考
えます。
　全国各地から訪れる選手・役員の皆さんとの
交流などを通じ、大震災からの復旧・復興に対
し、多くのご支援をいただいている全国の皆様
に、感謝の気持ちをお伝えするまたとないチャ
ンスです。
　例えば、「都道府県応援団」を結成して、国体
の選手たちに声援を送るのもいいでしょう。地
域や学校でのぼり旗や大漁旗などの応援グッ
ズを作って、各都道府県の代表選手たちを応援
するのもいいでしょう。復興支援の感謝と心か
らの声援を送り、競技を盛り上げましょう。
③開会式やデモンストレーションスポーツに参
加する
　国体の始まりを告げる開会式には、演出とし
て国体ダンスや郷土芸能などが盛り込まれま
す。開会式の出演者として参加し、国体を盛り
上げてみませんか。
　または、４７都道府県の代表選手や応援団が
一堂に会する開会式に観客として足を運び、熱
気で埋め尽くしてみませんか。みんなで心に残
る国体の開会式にしましょう。
　また、国体には、競技経験がなくても参加で
きるデモンストレーションスポーツがあります。
北上市では会期前に４競技が開催されます。エ
アロビックは、インストラクターの指示に従い、
軽快な音楽に合わせて踊る運動です。ヒルクラ
イムは、夏油高原周辺の峠や山の上り坂を自転
車で登っていくスポーツです。フライングディ
スクは２種目あります。アルティメットは、ディ
スクをパスによって運び、敵陣エンドゾーン内
でパスをキャッチするとポイントとなるスポー
ツです。ディスクゴルフは、専用のゴールにデ
ィスクを入れるまでの投数の少なさを18ホール
で競う、フライングディスクのゴルフ版です。ペ
タンクは、木製の小さい球に金属製のボールを
投げ、どれだけ自軍のボールを多く近づけるか
を競うゲームです。
　県民の総力を結集して、夢と感動を与え、復
興のシンボルとなる国体を実現するため、県民
運動によって、一人ひとり、身近なところ、でき
花いっぱい運動
清掃活動
都道府県応援のぼり旗
応援大漁旗
開会式アトラクション
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ることから国体に関わっていただきたいと思い
ます。
④競技を観戦する
　来年の国体には将来有望な日本のトップア
スリ トーが大勢参加予定です。北上市で開催さ
れる競技では、バドミントンの山口茜選手に注
目してください。現在は高校生ですが、2014年
世界ジュニア選手権でシングルス2連覇を達
成し、インターハイではシングルスで史上初の
３連覇、17歳6ヶ月で全日本選手権優勝と輝か
しい実績をもった日本のエースです。
　新体操では、皆川夏穂選手が有名です。
2015世界選手権個人15位で、日本に３大会ぶ
りの五輪出場枠をもたらした功労者です。
　陸上では、福島千里選手がやってきます。北
京・ロンドンオリンピック日本代表で、女子
100m、200mの日本記録保持者です。細身で
ピッチ型の走りをする選手で、スタ トーダッシュ
は必見です。また、サニブラウン・ハキーム選
手も来県するかもしれません。ガーナ人の父と
日本人の母を持ち、実力はまさに和製ウサイン・
ボルトです。2015世界陸上200ｍでは準決勝
に進出しました。
（３）募金・協賛活動
①募金
　国体の成功に向けて、大会募金を実施してい
ます。この募金は、国体の運営経費に活用させ
ていただくものです。募金には、県内外の個人
及び企業・団体を対象に、個人募金、職場募金、
募金箱募金、イベント募金、企業・団体募金の
種類があります。県内の各施設・店舗に設置し
た募金箱、指定金融機関からの振り込みなど、
いろいろな募金の方法がありますので、募金で
国体をサポ トーしてもらいたいと思います。
②企業協賛制度
　国体の成功に向け、企業・団体の皆様に協賛
金や物品の提供等のご支援をいただき、国体を
支えていただく制度で、企業イメージや知名度
の向上に資する取組です。
協賛金は国体の広報活動等の大会経費に充当
し、物品等は国体の開催準備及び運営に活用さ
せてもらう予定です。また、協賛金及び提供い
ただいた物品等に係る費用は、期間の経過に応
じて広告宣伝費として損金算入ができます。
国体パ トーナー、オフィシャルスポンサー、オフ
ィシャルサポーター、オフィシャルサプライヤ
ー、大会支援企業、大会協力企業などの種類が
ありますので、是非ともご検討をよろしくお願
いします。
５．社会課題解決を促進する国体レガシー
　最後に皆さんにお伝えしたいことは、2016年
国体開催に伴う直接的な効果は限定的である
という点です。付加価値に換算した経済波及効
果は、2016年に限った一時的なものです。
そこで求められるのが、スライドにありますよう
なレガシーの視点です。国体を大会運営そのも
のだけではなく、それを契機にどのような社会
課題解決を創出するかという点に着目すると、
取り組むべき領域の範囲は飛躍的に大きくな
るということです。
　例えば、観光については、競技開催地だけで
なく、大会後も見据えながら、いかに県外観光
客を岩手に誘導し、それを復興や地方再生につ
なげるかという視点で考えます。文化交流につ
いては、県民自身が岩手の文化に対する意識を
独自に高め，自分たちの手で主体的に文化的な
活動を欲し、実現するために必要な人財育成も
必要です。こうした発想が、国体を単なる岩手
におけるスポーツ大会を超えた、オール岩手が
官民を超えて事業・施策を検討すべき機会と位
置付けることになります。
　国体は，その環境をつくる格好の契機であり、
岩手に住む人々に「おもてなしの心を持った人
財育成」のレガシーをつくるものだということを
お伝えして、私の講演を締めくくりたいと思い
ます。ご清聴ありがとうございました。
山口茜選手 皆川夏穂選手 福島千里選手 サニブラウン・ハキーム選手
